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佐土原ロータリークラブ
国際ロータリー第２７３０地区

第1150回　  平成 23 年 2 月 9 日（水）

第1149回の記録　  平成 23 年 2 月 2 日

　皆さん今日は第1149回の例会です。最初にゲストを紹介いたします、
私の同窓で宮崎県議会議員の横田照夫君です。
　本日のゲスト卓話をお願いしたところ喜んで引き受けていただきまし
た、後ほどよろしくお願いいたします。
　さて、毎日驚く事ばかりの出来事が生じています。今日の週報に写真
を載せてもらいました。新燃岳の噴火が52年ぶりに発生とマスコミで発
表されています。丁度先週例会の日でした。
　夕方会社の戸締りをしようと外に出て西の空が黒い雲に西日が当たっ
てものすごい光景を見ました。前日から新燃岳の噴煙が上っているのは
知っていたので、噴火をしたのだと感じたのですが、マスコミなどは小
規模な噴火で水蒸気爆発程度の報道でしたのでそう重大な事とは思って
いませんでした。
　たまたま翌日は霧島市立医療センターに家内の術後の検診の予約をし
ていたのでどうなるか心配でしたが、情報では高速が田野から高原まで
交通規制で通行止めでしたが、田野で降りて山之口経由で行けばいいと
簡単に考えていました。ところが田野を降りて青井岳の手前から渋滞に
かかり前に進みません。山之口から来る車はヘッドライトをつけて灰で
真っ白の車ばかりです。しかし空は異状がなく都城方面が灰で大変だな
と感じていましたが、全然車が進まなくなり10時までに無理と感じＵタ
ーンしました。
　田野・山之口線は途中迂回路が無いので田野から高岡方面に向かい野
尻経由で高原インターに出て高速を利用して鹿児島空港から国分に出て
医療センターに着いたのですが、３時間半かけてようやく着いた次第で
す。診察を終えてＡＺまで買い物をして帰る途中高速の霧島ＳＡで休憩
していた時黒煙が今まで以上に高く大量に吹き上げ出しました。その時
ＳＡの従業員のおばさんが今の季節は風向きの関係でこちらは大丈夫と話していたのですが、その時の噴煙
の規模の大きさが理解していませんでした。高原インターで高速を降りたときには、噴煙が頭上に迫ってい
ましたその時の写真がこれです。
　帰る途中実家から携帯に電話がありました、話を聞くと実家では爆発の際の振動でガタガタ音がするので、
霧島のほうは大変なことと想像して帰りが遅いので心配して電話したようですが、自分は車に乗っているの
で爆発音は聞こえないし、空震による音も感じないのであまり緊張感は感じませんでしたが、目で見た光景
は映画の噴火のそのもののように迫力がある光景でした。翌日朝起きたら火山灰が降っていて初めての光景
でした。長期化するような報道がされていますが一日も早く終息するのを願うばかりです。
　皆さんも家庭の屋根の上にソーラーや太陽熱温水器の清掃などには十分注意されて作業して下さい、水に濡
れると非常に滑りやすくなり危険です。

週報
１．点　　　　　　　鐘
２．ロータリーソング
　　「奉 仕 の 理 想」
３．四 つ の テ ス ト
４．会　長　の　時　間
５．幹　 事　 報 　告
６．出　 席　 報　 告
７．委　員　会　報　告
８．会　 員　 卓　 話
　　「郡 司　武 俊 君」
９．次週例会の案内「SAA」
10．点　　　　　　　鐘

本日のプログラム 会　　長 ： 藤堂　孝一
副 会 長 ： 荒武　義博
幹　　事 ： 村上　　實
会報委員長 ： 林　　厚雄
会　　計 ： 郡司　武俊
事 務 局 ： 吉野由里子
 宮崎市佐土原町下田島
 　　　　　　11703-18
　　TEL：0985-62-7833
　　FAX：0985-62-7877
例 会 日 ： 毎週水曜日
例 会 場 ： 
　　佐土原商工会 2Ｆ
　　TEL：0985-73-2567

2月16日（水）・・・職場訪問（奉仕プロジェクト担当）

2月23日（水）・・・会員卓話「柳田　光寛君」

3月2日（水） ・・・会員卓話　「原田　宗忠君」

　　　　　　　　　 ３月のセレモニー・理事役員会

【世界理解月間】

佐土原ロータリー月間テーマ
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会長の時間 ＜ 藤堂　孝一 会長 ＞

幹事報告 ＜ 幹事　村上　實君 ＞
※例会変更届け～無し
※株式会社オクトン～
　次年度会長・幹事名詞作成案内
　次年度テーマ幕作成の案内
　次年度ガバナー公式訪問横断幕作成の案内
※ガバナーエレクト事務所～ 2011－2012 年度会長 PET の案内

宮崎県議会議員   横田照夫さん



　　四つのテスト
　「言行はこれに照らしてから」

１．真実かどうか

２．みんなに公平か

３．好意と友情を深めるか

４．みんなのためになるかどうか

例会中は携帯電話の電源を切るか
マナーモードにして下さい・・・MEMO　出席状況　第 1144 回

　　　平成 22 年 12 月 24 日 ( 金 )

会　 員 　数　　　26 名
 　　　 (免除会員 2 名 )
出 席 者 数　　　23 名
欠 席 者 数　 　  3 名
出 　席　 率　　  95.0 ％
メークアップ　 　　0名
修正出席率 　   89.0 ％
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出席報告

会員２６名 　（免除２名）
　　欠席者数　　　４名
　　出席者数　　２２名
　 　　出席率 　９２％
　メークアップ　　０名
　 修正出席率 　９２％

出席委員長　宮原　建樹 君

♪2月のセレモニー♪

委員会報告

※誕生月～　　宮原　建樹君
※夫人誕生月～正岡　洋子さん
　　　　　　　宮原　洋子さん
　　　　　　　佐藤　あづまさん
※結婚記念月～正岡　文郁君
　　　　　　　佐藤　高元君

♪おめでとうございます。♪

宮崎県議会議員　横田　照夫氏
○鳥インフルエンザ　佐土原で発生　１月２１日　河野新知事就任日
　森孵卵場　10,228羽
　２例目新富町、３例目都農町、４例目川南町、５例目延岡市、６例目
高鍋町、川南町を中心にジワジワ広がっていた口蹄疫とは感染の仕方が
違う。佐土原の初発農場から感染したとは考えにくい、やはり野鳥など
が原因ではないかと思われる。
　韓国の発生状況を見て、県としては、昨年から関係農場に再三再四注意喚起や現場指導をしてきた。にもかか
わらず発生したことに非常にショックを受けている。
○新燃岳噴火　1月26日　鳥インフルエンザ感染拡大途中
　１月28日に佐土原にも降灰。１月29日、防災担当大臣が来県「やれることは全部やる」と言われた。
　都城市や高原町などの状況、長期化したら生活はどうなるのか心配。「やれること」の範囲が問題。財政支援
など本当の意味での全面支援が必要。
○昨年の口蹄疫からの復興は緒に就いたばかり
※本県の緊急的課題（口蹄疫、鳥インフルエンザ、新燃岳噴火除く）
○雇用の確保と就業支援
　本県の有効求人倍率　０．４３
・東国原前知事のマニフェストであった100社新規誘致は達成できたが、
　急激な景気悪化により、大規模雇用の製造業などの誘致が進まなかっ
　た。引き続きの企業誘致を進めなければならない。
・農商工連携や6次産業化を進め、新しい産業の創出を図る。
・地元企業を支援し、雇用の上積みを図る。
・都会の一流企業ではなく、地元企業の可能性を新卒者にアピールする。
○地域医療の再生
・医師不足の常態化　公立病院の経営悪化
・2003年から新臨床研修医制度が始まった。大学を出た新人医師が出身
　大学ではなく任意の医療機関で研修ができるようになったため、都会
　の医療機関に行くようになった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　～以下省略させていただきます。

 ※4月13日（水）を100%出席の
　日と致します。
　皆様のご協力を
　　　　　お願いいたします。

○クラブ広報委員長　林　厚雄君
　「ロータリーの友」2月号

○親睦委員長　吉田　康一郎君
※クラブ親睦会を計画させてい
　ただきましたのでご案内いた
　します。
　日時　2月5日（土）　12：00～
　場所　高鍋町　「秋山牡蠣店」
　懇親会の様子は次週の例会で
報告いたします。

ゲスト卓話
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